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序

窪川町は、清流四万十川に抱かれた山紫水明の自然豊かな土地柄で、幾千

年にわたって人々の生活を育んでまい りました。人々の生活の歩みは営々と

その土地に刻 まれ、さらにこの度の峰の上遺跡発掘調査 による少なか らぬ

発見は、それら先人達の生活の一端 を伝 える貴重な資料 を得 る もの として

大変意義深い ものです。

またこれ らの資料は、現代 に生 きる私達が次の世代 に伝えなくてはならな

い文化遺産であると共に、現代の私達の足元には先人の生活の営みへのたゆ

みない努力の蓄積があることを改めて認識 させられるものであ ります。峰の

上遺跡の発掘調査が窪川町の歴史をひもとく契機となり、一人でも多 くの方々

が埋蔵文化財に関心を持たれ、ひいてはより一層の文化振興の一助 となれば

幸いに存 じます。

平 成5年3月

(財)高知県文化財団埋蔵文化財センター

所 長 小 橋 一 民





発 刊 に あ た っ て

本町には、四万十川の本支流の両岸を中心に縄文、弥生時代の土器、石

斧、銅鉾が数多 く出土 してお り、自然 と環境に恵まれたこの地は未知のロ

マンを秘め眠っているものと推察されます。

町内から発見 または出土 した遺跡、遺物は古代住民の生活様式 を解明する

ための大切な財産であ り後世に引 き継がな くてはなりません。

今回の調査は、平成3年 度窪川町南部地区県営圃場整備事業 に伴 う事前

試掘調査 に基づいて確認 された、峰の上遺跡の遺存状況 を確認するために

行 った ものでありますが、調査 にあた りましては、高知県須崎耕地事務所 を

は じめ地元土地改良区の方々、発掘調査に直接担当 していただきました高知

県埋蔵文化財センターの近森泰子氏、また作業に従事 していただきました関

係者並びに本調査 にご協力をいただいた地元住民の皆様に心からお礼 を申し

上げる次第であ ります。

平 成5年3月

窪 川 町 教 育 長

中 谷 猛





例 言

1.本 書は高知県高岡郡窪川町の県営圃場整備事業実施にあた り行われた、峰の上遺跡発

掘調査の報告書である。

2.発 掘調査は平成4年6月22日 か ら同年8月29日 にかけて実施 された。

3.発 掘調査は高知県教育委員会の指導を受け、窪川町教育委員会及び高知県の委託によ

り、(財）高知県文化財団 埋蔵文化財センターが実施 した。

4.発 掘調査は同センター調査員 近森泰子が担当 し、本書の執筆及び編集について も

近森が担当した。

5.記 号については、Pは ピットを、SKは 土坑を、SDは 溝 を表す。

6.発 掘区には、4mの グリッドを設定 してお り、各地区をA～F区 に分け、発掘区の東

より西 に向けて4m毎 にa～ と記号 を付け、さらに南 より北 に向けて1～ と番号 をつけ

て発掘区を区画 した。杭の番号は4mグ リッドの南東 コーナーを基準とし、つけている。

例.A-a-1
↓ ↓ ↓
区 東西ライン 南北ライン

7.本 書で使用 した地図は建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万 分の1の 地

形図を窪川町が複製 したものを使用させて頂いた。

8.遺 物写真の縮尺は47、48が1/3、 その他は2/3である。

9.発 掘の事務については、窪川町教育委員会の戸田徳光、田井泰雄氏、センターの三浦

康寛氏に大変お世話になった。

10.発 掘には、同町の玉川重富、和田ヤクエ、荒木律子、松田 馨、三浦庸喜(測 量)、

岡本澄江、芝 嘉伸、武政健一、武政美代子、井上?(重 機)氏 の皆様方、高校生中城

隆君、埋蔵文化財セ ンターの江戸秀輝、吉成承三氏の御協力 を得た。記 して心 より感謝

したい。

11.整 理及び編集作業には、山中美代子、山本裕美子 さんをはじめ、大学生小原勝雄君、

また、写真、遺物等については埋蔵文化セ ンターの前田光雄、松田直則氏に御協力を頂

いた。

12.調 査全般について、地元窪川南部土地改良区をは じめ、窪川町、高知県須崎耕地事務

所、峰の上地区の皆様方には種々御協力、御援助 を頂いた。末筆ながら関係者各位に、

厚 くお礼申し上げます。



報 告 書 要 約

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

遺 跡 名

所 在 地

立 地

種 類

調 査 主 体

調 査 契 機

調 査 期 間

調 査 面 積

検 出 遺 構

峰の上遺跡

高知県高岡郡窪川町峰の上

五在所の峰南西側山麓､舌 状丘陵地上､標 高約237m

縄文時代及び中世の掘立柱建物跡

(財)高知県文化財団 埋蔵文化セ ンター

平成3年 度高知県窪川南部地区圃場整備事業

平 成4年6月22日 ～同年8月29日

1,300m2

(縄文時代)SK1基

(室町時代)SD4条 柱穴多数

10. 出土 遺 物 (縄文時代)石 匙､石 鏃､ス ク レイパ-

(室町時代)青 花､青 磁､白 磁､土 師質土器､備 前焼

(江戸時代)伊 万里焼､唐 津焼､そ の他近世陶磁器片多数

11. 内 容 要 約 峰の上遺跡は､窪 川町と佐賀町 との境 の峠にあ り､現 在は段々畑の

耕作地 となっている｡遺 跡 は過去に削平 されてお り､遺 構の残存状態 は

悪いが埋土中より中世の遺物を出土する掘立柱建物の柱穴群や溝が検出

された｡遺 構は､数 次にわたる立て替えと削平 を受けてお り､掘 立柱建

物の規模や溝の性格などは不明である｡

また､遺 構はほとんど残 されていないが､縄 文時代の石器を中心 とす

る遺物が出土 している｡
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1.は じ め に

窪川町は高知市より西方に約70km 離れてお り、高知県西部の拠点中村市 とのちょうど

中間 くらいに位置する。町の中央 を南北 に国道56号 線が走 り、町の中心地か ら大正方面

へは国道381号 線が延びてお り、窪川町は幡多や北幡への交通の要衝である。

窪川町は高知県の清流四万十川の中 ・上流域 にあ り、夏冬の温度差の大 きい盆地を中

心にひらけた町である。霧がよくたちこめる高南台地での夏の高温 と豊富な水 は、良質

な米 として知 られる仁井田米を育み、四万十川では伝統的な火振 り漁が行われている。

一方
、同町東部の海岸は切 り立った崖が多 く見 られるが、南部の興津海岸では夏には

海水浴客で賑 わう。町の中央には四国霊場第37番 札所岩本寺があり、多 くの人々の信仰

を集めている。

峰の上遺跡は、国道56号 線 を中村方面に向かって行 き、窪川の中心部を過 ぎ隣の佐賀

町との町境付近の五在所の峰(標 高658m)の 南西の裾野に位置する。国道の南側にある

山地牧場では牛の飼育が行われるなど、峰の上遺跡周辺は田畑の広がるの どかな所であ

る。平成3年 度の県営圃場整備事業の事前試掘調査では、中世の遺物 と掘立柱建物跡の

存在が確認 され、今回の発掘に至った。

図1窪 川 町 位 置 図

－1－



図2峰 の 上 遺 跡 位 置 図1:50,000

－2－



2.遺 跡 の歴 史的環境

霧のたちこめる周囲を山で囲まれた高南台地は、人々の生活にとって昔から環境の良

い所であったらしく、四万十川の流れに添って多 くの遺跡が発見 されている。図3－ ⑥、

⑧の仕出原や根元原遺跡では縄文中期の注口土器が発見されたり、打製石斧や石槍 も発

見 されている。弥生時代になると図3－ ⑦の弥生中期中葉の一時代を画する標式遺跡で
こうのさい

ある神 西遺跡があ り、その他、作屋、西ノ川、宮内、西原などで も弥生土器や石包丁、

凹石、敲石や磨製石斧などが発見 されている。また、異彩 を放っているのが、青銅器の

出土例の多 さである。根根崎で明暦三年(1657)に 発見 された広形 Ｉ式や中広形Ⅱ 式の

銅矛5本 は現在図3－ ⑤の高岡神社の神宝 となり、秋祭 りの御神幸 に 「幸の広矛」 とし

て神輿を先導する。図3－ ③の西ノ川口遺跡でも銅鉾が5本 一括で出土 してお り、図3－

①の高加茂神社では銅鉾6本 、他に銅戈1本 が共に御神体 となっている。この銅戈はも

と3本 一括で出土 したらしく、上作屋の河内神社や県歴史民俗資料館などで も窪川出土

の銅戈 を保管 している。銅戈 は3本 一括、銅鉾は5本 一括で地中に埋納 された例につい

ては、当時の弥生人の神への祈 り、祭祀形態を彷彿 させる。さらに時代が下れば、窪川

城 をは じめ中世山城が12ケ 所ほど確認で き、それらは当時この地方に勢力があった窪川

氏 を筆頭 とする仁井田五人衆の本拠地であったと考えられる。

窪川町は現在、遺跡の分布調査が完了 してお らず、今後の調査でさらに多 くの遺跡が

発見 される可能性を秘めた地域である。

表1周 辺 遺 跡 一 覧 表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

高 加 茂 神 社

ホコノコシ遺跡

西 ノ川 口遺 跡

宮 内 遺 跡

高 岡 神 社

仕 出 原 遺 跡

神 西 遺 跡

根 元 原 遺 跡

峰 の 上 遺 跡

影 山 城

本 在 家 城

銅鉾6銅 戈1

銅鉾1

銅鉾5

弥生時代

銅鉾5

縄文時代

弥生時代

縄文～古墳

縄文～中世

中世山城

中世山城

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

志 和 分 城

青 木 番 城

東 川 角 城

茶 臼 山 城

山 の 上 城

新 在 家 城

中 越 城

天 城

窪 川 城

古 溪 山 城

中世山城

中世山城

中世山城

中世山城

中世山城

中世山城

中世山城

中世山城

中世山城

中世山城

－3－



図3周 辺 の 遺 跡 図1:50,000
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3.調 査 の概 要

(1)調 査 の経過

峰の上の発掘調査地点は、東の五在所の峰より南西になだらかに下って きた裾野に
ぶ こう

あり、その丘陵部を夫講(村 の共同体で力 を出 し合って耕地整理 をしていく)に より、

何段 もの段々畑 を開墾 している。国道56号 線に平行 した4段 の畑 を東からA、B、C、

Dの 調査区とし、 トレンチを設定 した。まず4段 の畑を東か ら西 まで、標高の高い東

から低い西に下って一直線 に8m×68mの 長方形の トレンチを入れた。さらに前年の

試掘時に柱穴を検出していた2段 目B区 の北に、12m×24mの 部分を拡張 し、さらに

2段 目の北西に張 り出した部分 に試掘 トレンチを掘 り、柱穴を確認 したので、ここを

E区 としB区 まで トレンチを拡張 した。3段 目のC区 は試掘時の柱穴の他はあまり遺

構がな く、耕地整理による削平 を相当受けていた。

4段 目D区 西半分は何度 も整地や嵩上げをして水田や畑 を作 っている状態が断面で

判明する。 しか し東西を整地で切 られているが、溝が一条検出できたため、他の遺構

を捜 して トレンチを北へ拡張 した。北で柱穴を確認 したのでここをF区 とし広げてみ

ると、西半分で地形が落ち込んでお り、そこに旧耕作土が二次堆積 し包含層 となって

いた。その上に柱穴群が掘られている。また、生活に欠かせないのが水場であるが、

峰の上遺跡調査区の東の山麓に水質の良い泉が今 も湧いてお り、その他1ヵ 所 と合わ

せて、2ヵ 所の水場が、昔からあったようである。杭の基準は南北 ラインを磁北に合

わせてあ り、真北 との差は東へ4度53分53.43秒 である。調査は4mの グリッ ドを設

定 し重機 にて耕作土 を除去 した後、遺構を検出し進められた。

(2)調 査 の結 果

中世以来、何度 も土地を整理 してお りかなり削平を受けてお り、大半の調査区では

第Ⅰ層 耕作土、第Ⅱ層 床土で整地をしていない場合は、その下第3層 が遺構検出

面 となる。全体的に柱穴や溝の深 さは20～30cmと 浅 く、中世の生活面 もすでに削平 さ

れてお り、包含層 も失われてお り、耕作土中に縄文～中世、近世の遺物が混在 してい

た。遺構はまずA区 で検出できた。 しかし北 ・東は整地で切 られ、南には水田があっ

たようである。南西部は畑 と水田の層が重なってお り、その北にはかつての水田の下

層であったのか、薄い炭層が検出されている。検 出 した遺構か らの遺物 は少な く、

－5－



図5P-1か らは底部 に回転糸切 り痕のついた土師質土器片1点 が出土 した。

図5SK-1か らは、後で詳述するが姫島産黒曜石片が3点 出土 している。柱穴そ

のものは新 しい と考えられるが、時代の確定は難 しい。

B区 は南北に32mと 広いが、中央部で試掘時に16世紀の細蓮弁文のついた青磁が、

柱穴の埋土中より出土 しているので、中世の遺構を捜 して広範囲を調査 した。B区 南

側B-f-2か らB-i-2に かけて溝2条(SD-1、SD-2)(図9参 照)が 検出

された。両者共に深 さ20～30cmぐ らいで、B-C区 の断面で見ると、灰褐色の埋土の

溝2条 があるように見えるが、実際にはSD-2は 途中で浅 くなり消滅する。SD-

1は 西に向かって深 くな り、かつまた広がってゆ く。SD-1で は、備前焼擂鉢1点 、

土師質土器坏1点 が埋土中位で出土 し、SD-2で は、東の床面直上で青花1点 が、

また西では、埋土上面で白磁碗底部1点 が出土している。SD-1西 の南側図9P-

8で は土鍋1点 が柱穴の埋土より出土 した。ここでは中世の遺物が遺構 より出土する

が、溝の年代を決定するのは難 しい。溝 より南のB-g-1か らB-h-1の 柱穴群

は少量の炭化物以外検出できず、近世の掘立柱建物跡のように考えられる。

B区 中央部は柱穴群が検出された。図8のP-1か らP-7に は、青磁碗片、青花

碗底部、土師質土器片、土鍋など、中世の遺物が柱穴の埋土中より出土 した。E区 は

元々B区 より張 り出 していた部分だが、もとはB区 が もっと広い平場であった時の一

部であ り、C区 のある三段 目を作るために削平 してお り、E区 のみ残 した ものと考え

られる。ゆえにE区 で検出されている図10の 溝一条(SD-3)と 柱穴群 も、P-1、

2の 土師質土器片の出土 しか認められないが、B区 と同様中世の遺構であると思われ

る。

C区 は試掘時に2間 ×1間 の柱穴群が検 出されているが、埋土の状態からおそらく

近世以降の掘立柱建物跡であろう。また、ピットが少数検出されているが柱穴ではな

さそうである。B区 から削 られる時にかなり下層まで掘 られたようであり遺構はない。

D区 は東にC区 より続 く整地の名残があ り、試掘時にはその上に新 しい時代の掘立

柱建物の柱穴が検出された。また西半分はかなり深 く旧水田跡が残っていた。この水

田跡と東の整地で切 られているが、図9の 溝1条(SD-4)が 検出された。埋土 は

茶褐色粘質土であり、備前焼摺鉢1点 、土師質土器鍋2点 など中世の遺物 を含む。こ

のSD-4に は北側 より人頭大の石を多 く投げ込んでお り、SD-4の 後の時代の整

地の際、溝のなかに石 を投げこんだのではないだろうか。埋土 より見てSD-1、2
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よりは古い時代のものではないかと思われる。

SD-4が 検出されたことによりさらにD区 を北へ拡張 していった。D区 の北で柱

穴群 を確認 したので、ここをF区 とした。F区 西半分は地形が落ち込んでお り、旧耕

作土が二次的に堆積 していた。これが包含層であり、縄文時代の石鏃や石器片、姫島

産黒曜石片、中世の土鍋、土師質土器などが混在 して出土 した。この包含層の上から

柱穴が掘 られていたが新 しい時代のものである。

調査対象地

図4ト レ ン チ位 置 図
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4.縄 文 時 代

(1)出 土 遺 物

A:縄 文 土 器

図化で きない小片だが、全部で8点 出土 した。色調は暗褐色で、胎土には砂粒が

多 く含まれ、焼成は軟質である。1点 のみかすかに稜 を持つ浅鉢 タイプのものがあ

る。出土 したのはA区 とB区 であ り、ほぼ Ｉ層 耕作土、Ⅱ層 床土中に混在 していた。

B:石 器 類

B区 より石匙1点 、石鏃1点 、D区 よりスクレイパー1点 、F区 より石鏃1点 、

剥片1点 が出土 した。

図12-1

B区 南部のⅠ層 耕作土中より出土 した赤茶色のチャー ト製石匙である。手で

持つための摘みを持ち、縦形の刃 を持つ。右側縁 に細かな調整 を行 い刃部 を作

り出 している。縄文時代の典型的な打製石器である。縄文時代前期 の可能性が

ある。

図12-2・3

2はB区Ⅱ層 床土中より、3はF区3層 旧耕作土(包 含層)中 より出土 し

た。どちらも風化 した乳白色の珪質頁岩製の打製石鏃である。三角形の底辺をく

ぼませた逆V字 型で、抉 りは深 く脚 を長 く仕上げている。3は 左右の刃部が非常

に鋭 く尖って精緻に作 られている。

図12-4

F区 のⅢ層 旧耕作土(包 含層)中 より出土。石材 はチャー トで黒色のなか に

白い縞が入る。両側縁部に使用痕と思われる細かな剥離痕があ りスクレイパーと

考えられる。下端部は折損する。

図13-10

珪質頁岩製のスクレイパーで、片方の側縁全体に細かい剥離をつけ、刃部を作

り出している。反対側の側縁 には、部分的に細かい剥離がある。削器 として使用

されたものであろう。

C： サヌカイ ト剥片

A区 南西Ⅲ層 旧耕作土中より風化 した白灰色の約2cmく らいの剥片が1点 出土
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した。サヌカイ トの産地である香川県からもたらされた ものと考えられ、おそ らく

縄文時代に石器の材料 として高知に運ばれたものであろう。

D:チ ャー ト剥片

製品ではないが、石器の材料 となるチャー トが数点出土 している。色は暗赤色、

緑色などさまざまである。階段状剥離や樋状剥離を持つ ものもあ り、石器製作が行

われていたと思われる。図8のB区SK-2よ り緑色のチャー ト剥片が2点 出土 し

ている。

E:姫 島産黒曜石

図13-5

盤状の剥片であ り石核の一部 とも考えられる。図中の矢印aは 風化面を残す。

矢印bの 面は打撃を加えられて大 きく剥離 してお り、矢印cの 面 もまず大 きく打

撃 を加えて剥離させた後で、打点を持つ矢印dの ように小 さく剥離させ石器 を作

るのに利用 したのである。縄文時代前期の可能性がある。

図13-6・7図12-8・9そ の小 さな剥片である。

(2)A区SK-1出 土 の姫 島産黒 曜石 につ いて

縄文時代(約12,000年 前－紀元前300～400年 前)の 一時代 を画するものに、今 から

6,300年 ぐらい前の縄文時代前期、九州南部の鬼界ケ島の海底火山の噴火 により、多

量の火山灰が西 日本一帯に降 り、それが堆積 した火山灰層(ア カホヤ、音地などと呼

ばれている)が 存在 し、これを基準 にして考えてみたい。峰の上の地層 を調べてみる

と、A区 より10mほ ど山側にサブ トレンチを掘ってみたが、すでにアカホヤ(火 山灰

層)は 他の土に入 り混 じり撹乱 されていた。B区 の南側断面を見ても同じ状態で、す

でに縄文時代の地層は整地によりなくなってしまっていた。A区 も遺構検出面で整地

されたところが多いが、A区 北中央の溝状の土坑SK-1(南 北長約3m、 東西幅約8

0cm、 深さ約20cm～35cm)の 中には、かろうじて撹乱 されていないアカホヤが残って

お り、そのアカホヤを取 り除いている最中に、姫島産黒曜石の小 さな剥片が土坑の西

壁 に張 り付 く様に3点 検出された。 もし、土坑内で検出されたアカホヤが、二次堆積

でなく、自然堆積の状態であれば、この黒曜石により、峰の上遺跡が営 まれていた時

代が6,300年 以前にさかのぼる可能性が強い。
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図5A区 、 平 面 図 ・SK-1断 面 図
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5.中 世

(1)検 出 遺 構

A:ピ ッ ト

平成3年 度圃場整備事業の試掘調査では、今回のB・C・D区 より掘立柱建物跡

が検 出された。特にB区 の柱穴か らは、16世紀の細蓮弁文青磁2片 が検出され、中

世の遺構であることが判明 した。今回の発掘でも、中世の遺構検出に努めたが、時

代を判定できるものは少なかった。

A区 では中央部でかろうじて整地を免れた柱穴が残っていたが、出土する遺物は

少なく図5のA-b-2のP-2よ り出土 した土師質土器片程度である、建物跡 と

してはまとまらない。図5のA-b-1の 南のグリッドのP-1か らは、回転糸切

りの土師質土器底部が出土 しているが、埋土の状態から見れば柱穴ではない。

C区 では、試掘時の埋土が灰褐色で、新 しい時代 と思われる柱穴のみであったが、

2間 ×1間 の掘立柱建物跡が検出された。

D区 では後述するSD-4以 外 は中世の遺構 とは考えられない。

F区 の東半分はピット群が残っているが、西半分 は地形が落ち込み、旧耕作土

(包含層)が 二次堆積 している。その縄文～中近世の遺物を含 む包含層の上か らも

ピットが掘 られているが、遺構か らの遺物の出土は認め られなかった。

B区 では図8、9のP-1～8、 図9のSD-1、2の ように中世の遺物を含む

遺構が検出された。 しか し、過去の整地により、中世の生活面や包含層は削平 され

てお り、深 さ20～30cm、 径10～30cmの 柱穴の底部のみが残るだけである。ただ穴 を

掘ったものも多いが、底に根石 を敷いた り、少々大 きめの石を置いたりしているも

のもある。削平が多 くどのような規模の建物だったのかは分か らないが、礎石建て

ではないので、板ぶ きや藁ぶき屋根の建物等の存在が推察される。図8のP-1、

2、5は 青磁 を、P-7は 白磁 を、P-3、4は 土師質土器片を、図9のP-8は

土鍋 を出土 している。E区 では図10のSD-3の 西側P-1、2よ り土師質土器片

が出土 している。ピットの並びより見て、柵列状 に見えるものや、または1間 ×2

間程の規模の掘立柱建物跡と考え得るものもあるが、数次の立て替え及び削平によ

り、確実に規模、並びを復元で きるものはなかった。

－11－



B： 溝状遺構

B区 南側 よ り東西 に2条(SD-1、2)、E区 西側 よ り南北 に1条(SD-3)、

D区 よ り東西 に1条(SD-4)が 検 出 されてい る。SD-1、2の 埋 土 は灰褐 色

粘質土 、SD-3、4は 茶褐色粘 質土であ る。

図9のSD-1は 長 さ約11m、 幅約40～50cmで あ り、西 にい くに従 って広 が って

くる。B-C区 断面 では、幅2.70mと な り、SD-2と の関係 をみ れば続 くものか

もしれない。SD-1のNo.1よ り土師質土器坏 の口縁 部が1点 、No.2よ り備前摺鉢

1点 が出土 してい る。SD-2は 長 さ約11mで あ り、SD-1と 同様 に幅40～50cm

で あるが 、図9のNo.3よ り青花1点 、No.4よ り白磁1点 が出土 している。図10SD-

3は 長 さ約5m、 幅40～60cmで 、炭化物 ぐらい しか 出土 していないが、周 りの柱穴

の底 部 よ りは、浅 い位 置であ った。 しか し、柱穴 と同時代 の もの と見 て よいで あ ろ

う。SD-4は 長 さ約5m以 上、幅0.7～1.4mで 、図9のNo.5よ り備前 摺鉢 が、No.

6、7よ り土師質土器片(ス スが付 着 しているので鍋 であ ろ う。)2点 が出土 した。

SD-1～4共 に言 える ことは、検 出面 よ り上 の耕作 土や床土 中には、近世 の遺物

が多 く入 ってい るが、溝 の埋土 中 よ りは中世の遺物 しか認め られ ない と言 う点であ

る。水 田の用排水 路 または家 の周 囲に巡 らせてい た溝 なのかは断定 はで きないが埋

土 よ り見 て、機 能 した時代 は4条 とも中世 と考 えて良 いであろ う。
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図8B区 平 面 図(中 央)
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図9B区SD-1、2・D区SD-4平 面 図
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図10E区 平 面 図
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(2)出 土 遺 物

峰の上遺跡の出土遺物総数は約430点 であるが、ほとんど破片ばか りであ る。その

内約56%が 近世陶磁器で、特に磁器の製品が多い。中世のものとしては、中国よりの

輸入陶磁器類が全体の約9%で あ り、その他、備前焼、土鍋、土師質土器を併せて約

28%位 である。峰の上遺跡全体で中世の遺物は約37%を 占める。その他、縄文時代の

土器、石器類が全体の7%に なる。

表2峰 の上遺跡遺物出土状況

項 目 名

近世陶磁器

備前、土鍋、土師質土器

輸入陶磁器

縄文時代の石器、土器

合 計 値

%

56.0

28.0

9.0

7.0

100

A:中 国よりの輸入陶磁器類

峰の上遺跡 の遺物 の約9%が 、こ ういった輸入 品であ る。海上 、河川交通 による

船での物資輸送が盛 ん とな る、15世 紀後半 ～16世 紀 前半の室 町時代後 半 には、平野

部か ら離れた奥地 で も輸入 陶磁 器が出土 してお り、流 通 してい た ようであ る。その

中で一番 多いの は、龍泉窯系 の青磁 でB～F区 より33点 出土 した。細蓮弁文 のつい

た碗6点 、稜花 皿3点 、毛彫 り文様 を持つ ものが3点 ある。遺構 出土 の ものは図8

のB-f-6のP-1、2の 柱穴 よ り2点 、B-h-5のP-6の 柱 穴 よ り1点 で

あ る。

次 に白磁が5点 出土 してい る。D、F区 でⅠ層 耕作土 中 よ り3点 、 これ らは16

世 紀の もの と考 え られるが、図9のB-h-2のSD-2西 の埋土上 面 にあ った 、

輪 高台の 白磁 皿底部 は15世 紀 後半の もので ある。 また、D区Ⅲ層 旧耕作 土中 よ り

1点 出土 してい る。

次 いで青花 が6点 出土 してお り、D区 の1点 以外 はB区 出土であ る。 図8のB-

h-7、P-7の 埋 土 中位 出土 の青花 は、 ピ ッ ト上位 に置 かれた大 きな石の下 よ り

出土 した。礎石 がわ りの石 だったのか、あるい は地鎮 のためだったのか、 または柱

穴の廃絶儀礼 であったのか は定かで はない。 また、B-g-2、SD-2東 側の床
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面直上 よりも、青花が1点 出土 している。

B:備 前

9点 出土 しているが内4点 が摺鉢である。焼 きのあまい土師質的なものから炻器

質的なものまで様々であ り、色 も備前 らしい暗茶色から赤茶色までいろいろである。

備前焼が土佐に多 く持ち込まれるようになるのは、備前Ⅳ期 ぐらいからであるが、

本遺跡で出土 したものはⅣ期中心の もので、室町時代後半のものである。

C:土 師質土器

削平を受けるときに破壊されてしまうのか、土師質土器はあまり形の残っている

ものは少ないようである。最 も形態 を残すものが、F区Ⅲ層(包 含層)中 より出土

した土鍋、土釜の類である。土師質のものが24点 出土 している。また、瓦質の釜

の鍔部の破損 しているものも1点 出土 している。遺構からは図9のB-i-2、P-

8で1点 、図8のB-f-5、P-3で1点 発見 されている。松田直則氏編年の釜

E型 、釜D型 の形式が主である。他は図5A-b-1の さらに南のグリッド中P-

1よ り、器種は不明だが底部回転糸切 りのものが1点 出土 している。さらに、B-

g-2、SD-1東 より土師質土器坏 口縁が1点 出土 し、また、図8B-h-5

のP-2、B-g-6のP-4よ り、少量の土師質土器片が、さらに図10E-m-9

のP-1、P-2で も出土 している。SD-4で も東側 と西側で2点 出土 している

が、表面にススが付着 してお り鍋のようである。

D:鉄 製 品

時代の判定はで きにくいが、鉄製品も少量出土 している。丸頭の釘や角頭の楔、

スラグ類が8点 出土 している。

E:近 世陶磁器

近世のものは、陶器片71点 、磁器片172点 出土 してい る。Ⅰ層 耕作土 、Ⅱ 層

床土中に多いが図化できるものは少ない。京焼風の碗や伊万里、唐津などがあ り、

肥前系の ものが多い。紅猪口なども6点 出土 している。

F:そ の 他

F区 西Ⅲ層(包 含層)中 より赤茶色の砂岩製の砥石 、軽石 を各一点ずつ出土 して

いる。D区Ⅰ層 耕作土下よりは、火縄銃の玉が一点出土 し、また石製品の割れた

ものだが、表面 を金属のようなもので磨 き平 らにした上で、何かを研磨 したような

細長い筋状の溝 をもつ ものが1点 出土 している。
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6.ま と め

窪川町には現在の国道56号 線、昔の中村街道があり、さらに北へ抜ける大正街道もあ

る。峰の上遺跡の前 には南北に昔の中村街道、西には若井川 を通 り四万十川へ抜ける道、

南東には遍路道、さらにその近 くには昔の番所跡があったらしい。他 より標高の高い峠

であると共に交通の要衝であるといえる。

峰の上については、天正17年(1589)『 長宗我部地検張』の仁井田之郷に 「峯之上之村」

とあ り、地積七町九反三十代三分才、ヤシキ九筆で窪川分 とある。『南路志』第三巻郡郷

の部(下)で は、「峯之上村窪川郷十三村之一也。」総地積は八十石五斗五桝三合 とあ る。

『元禄地払張』では峰ノ上村、総地高約九十八石 となっている。『元禄郷張』(1700)で は

約八十石、さらに 『寛保郷張』(1742)で は、10戸 、41人 、馬4頭 の記載がある。小村で

あるといえども、連綿 と続いて来たのである。

峰の上遺跡の調査区について、古地図 と現在の地図とを比較 してみると、だいたい発

掘区のあた りは 「ムカイヤシキ」と呼ばれてお り、現在 も小字として残る。『長宗我部地

検帳』にもこの名が記載されている。今回の発掘で検出された掘立柱建物が 、小字に表

されている 「ムカイヤシキ」跡である確証はないが、文献 に現れる以前の中世の遺構が

検出でき、中世 より近世にかけて 「ヤシキ」が建て られていた事がわかる。『南路志』

には 「観音向ヤシキ」とあ り、さらに北には天満宮があ り、かつては 「カミヤシキ」とい

う小字であったようだ。同 じく 『南路志 』には 「古城」とあり、峰の上に伝承地がある

が分布調査では発見 されていない。 しか し、城の立地としては峠 という条件を考えて、

今後の発見に期待することができるのではないだろうか。出土 した遺物 より見て時代は

縄文時代 より、15世 紀後半～16世紀代の中世さらには近世、現代に至るまで人びとが住

んでいたようである。

参 考 文 献

「窪川町史」昭和45年 窪川町史編集委員会

「長宗我部地検帳」高岡郡下の二、「南路志」第三巻郡郷の部(下)高 知県立図書館発行

「高知県の地名」 日本歴史地名大系40、 平凡社

第3回 四国中近世土器研究会松 田直則氏発表資料 「土佐の古代末から中世の煮沸具について」
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図11峰 の上 古地図





表3遺 物観察表(縄 文時代)
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表4遺 物観察表(中 ～近世)

※ 産地不明の もの は、近世 陶磁 器 と表現 してい る。
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版図





図12石 器 ・剥 片1
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図13石 器 ・剥 片2
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図14白 磁 ・青 磁 ・青 花
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図15土 鍋 ・土 釜
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図16備 前焼 ・土師質土器 ・伊万里 ・唐津 ・近世陶磁器
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図17伊 万里 ・唐津 ・近世陶磁器
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図18伊 万里 ・唐津 ・近世陶磁器 ・砥石
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写 真 図 版





写 真 図 版1

南東より調査区を望む

近 くの 山 地 酪 農

南西より調査区を望む 作 業 風 景



写 真 図 版2

作 業 風 景

A区 北 セ ク シ ョンSK-1の 検 出

B区 南セクション

B区 北セクション



写 真 図 版3

B区SD-1SD-2検 出状 況 とB-C区 セ ク シ ョ ン

A区 遺構検出状況(左 上SD-1)

B区P-7青 花出土状況 B区SD-2白 磁出土状況



写 真 図 版4

B区 石匙出土状況 B区 石鏃出土状況

B区SD-2(左)SD-1検 出状 況 B区SD-2検 出状況



写 真 図 版5

B区 完 掘 状 況 北より

B区 完 掘 状 況 北西より

B区 完 掘 状 況 北東より



写 真 図 版6

E区 完 掘 状 況B区 より西を

E区SD-3完 掘状況(手 前サブ トレ)



写 真 図 版7

F区 完 掘 状 況 東より

F区 完 掘 状 況 北東より



写 真 図 版8



写 真 図 版9



写 真 図 版10



写 真 図 版11



写 真 図 版12



写 真 図 版13





か んかん照 りの 日差 しに、 うだった時 もあ りま した。

連 日の雨 、雨 、雨 に泣いた時 もあ りま した。

皆様 には本 当にいろい ろ御協力や教 え を頂 き、

感謝 してお ります。

発掘に御協力を頂いた皆様
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